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管理技術の確立につながることを確信
するものである。

引用文献
C ody, W.J. and V. Wagner 1981. The 

biology of Canadian weeds 49. Equisetum 
arvense L..  Can.J.Plant Sci. 21, 615-623.

D uckett, J.G. 1979. An experimental 
study of the reproductive biology and 
hybridization in the European and 
North American species of Equisetum. 
Bot.L.Soc. 79, 205-229.

H auke, R.L. 1966. A systematic study of 
Equisetum arvense. NovaHedwigia 13, 81-
109.

笠 原安夫 1951．本邦雑草の種類及地理的分
布の研究　第 3 報　畑地雑草の地理的分布

と発生度．農学研究 39, 91-106.
中 谷敬子・藤井義晴 1996．組織培養系にお

けるスギナの塊茎形成 . 雑草研究 41( 別 ),  
248-249.

中 谷敬子・藤井義晴 1997． 組織培養系にお
けるスギナの器官形成に及ぼす植物ホルモ
ンの影響 . 雑草研究 42( 別 ), 232-233.

中 谷敬子・藤井義晴 2007. 水田畦畔の植生
群落構造に及ぼす刈り取り処理の影響 . 雑
草研究 52( 別 ), 180-181.

N akatani K. and Y. Fujii 2008. Tissue 
culture system for in vitro tuber 
formation in Equisetum arvense. Weed 
Biology and management 8(3), 219-223.

中 谷敬子・藤井義晴 2008. 数種在来多年生
雑草の器官形成に及ぼす遮光と刈り取りの
影響 . 雑草研究 53(1), 8-14.

N akatani K. and Y. Fujii 2013. Influence 
of the nitrogen form on in vi tro 

organogenesis in Equisetum arvense. 
Weed Biology and Management 13(4), 
151-155.

中 谷敬子・野口勝可 1994. 組織培養系にお
けるスギナの根茎肥大－根茎と塊茎の内部
形態および ABA の肥大促進効果－ . 雑草
研究 39( 別 ), 76-77.

中 谷敬子・野口勝可 1996. スギナの地下部
繁殖器官の形成および死滅に及ぼす各種環
境条件の影響 . 雑草研究 41, 170-176.

中 谷敬子ら 1996a. スギナの乾物生産特性お
よび地下部繁殖器官の温度反応性 . 雑草研
究 41, 177-183.

中 谷敬子ら 1996b. スギナ胞子の発芽およ
び前葉体の形成条件 . 雑草研究 41, 184-
188.

平成28年産米の１等米比率は83.3％（速報値）　統計データから

平成 28 年産米の農産物検査結果（平成 29 年 2 月 28 日現
在）によると，水稲うるち米の 1 等比率（％）は 83.6 と，同
時期の 24 年産 78.3，25 年産 79.0，26 年産 81.3，27 年産
82.5 とここ 5 年間で最高である。最終値は 29 年 10 月 31 日
に確定されるが，2 月 28 日現在の水稲うるち玄米の検査数量
4,450.8 千トンは，27 年の最終値の 91.4％に相当する。農政
局別の１等米比率は，東北 93.7，関東 91.7，北海道 89.8，北
陸 86.7，近畿 71.0，東海 63.4，中国四国 62.9，沖縄 52.6，
九州 40.6 である。また，飼料用もみの検査数量は，68.0 千ト
ン，飼料用玄米は 406.3 千トンである。

この検査結果から，水稲うるち（産地品種銘柄数 266），も
ち（同 71，検査数量 235.1 千トン），醸造用玄米（同 107，
102.8 千トン）の各銘柄別の検査数量のランキングを表に示し
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K.O）

順位 うるち玄米 検査数量㌧ 産 地１）
順位 もち玄米 検査数量㌧ 産 地１）

1 コシヒカリ 1,506,617 新潟（43） 1 ヒメノモチ 35,200 千葉（13）

2 ひとめぼれ 445,877 宮城（34） 2 ヒヨクモチ 38,367 佐賀（７）

3 あきたこまち 402,950 秋田（31） 3 こがねもち 18,981 新潟（８）

4 ななつぼし 213,717 北海道 4 風の子もち 18,616 北海道

5 ヒノヒカリ 193,521 熊本（27） 5 わたぼうし 17,658 新潟

6 はえぬき 171,051 山形（８） 6 はくちょうもち 13,179 北海道

7 まっしぐら 129,605 青森 7 たつこもち 13,131 秋田（２）

8 ゆめぴりか 99,157 北海道 8 きぬのはだ 10,028 秋田

9 こしいぶき 96,466 新潟 9 きたゆきもち 9,435 北海道

10 つや姫 65,062 山形（６） 10 みやこがねもち 8,044 宮城

11 キヌヒカリ 57,938 滋賀（27）

12 あさひの夢 56,982

50,137

栃木（９） 順位 醸造用玄米 検査数量㌧ 産 地１）

13 きらら397 北海道 1 山田錦 37,012 兵庫（34）

14 つがるロマン 48,054 青森 2 五百万石 24,474 福井（22）

15 きぬむすめ 41,977 島根（11） 3 美山錦 7,510 秋田（８）

16 めんこいな 38,496 秋田 4 秋田酒こまち 2,672 秋田

17 夢つくし 36,327 福岡 5 雄町 2,480 岡山（７）

18 ふさこがね 35,015 千葉

19 ハナエチゼン 33,720 福井（８）

20 あいちのかおり 30,472 愛知（２）

注１）：リーディング産地（該当道府県の総数）表　  水稲の銘柄別玄米検査数量（平成 29 年２月 28 日現在）ランキ
ング
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花も実も美しいリンゴの仲間
―クラブアップル 岡山理科大学生物地球学部

生物地球学科

池谷　祐幸

バラ科は，バラやサクラなど多くの
花木・園芸植物を含む植物の仲間であ
る。果樹としても，リンゴ，ナシ，モ
モ，オウトウなど日本でも普通に栽培
される多くの樹種があり，これらの花
も愛でれば美しい。このうちモモやオ
ウトウなど含むサクラ属（Prunus）で
は，サクラを始めとしてウメやモモの
観賞用植物が日本でも至る所で栽培さ
れている。一方，セイヨウリンゴを含
むリンゴ属（Malus）は，日本では果
樹としては重要であるが，観賞植物と
してはさほど広まっていない。しかし，
欧米には沢山の観賞用植物があり，ク
ラブアップル（英：crabapple），ポ
ミエ・ア・フルール（仏：pommier 
à fleurs）などの名で親しまれている。
また，中国では，海棠（カイドウ）の
名で花木としてのリンゴ属植物が古代
から栽培されており，日本へも中世の
頃に渡来した。

1. リンゴとクラブアップル
について

リンゴ属は，北半球の温帯に分布
する落葉高木である。北アメリカに約
10 種，中央アジアからヨーロッパに
約 10 種，ヒマラヤから東アジアに約
30 種あり，世界全体で約 50 種がある

（池谷 2016）。果実はナシやリンゴの
ようなやや硬めの多肉果で，植物学で
梨果，園芸学では仁果と呼ばれる。果
実について生態学な見方をすると，動
物に果実を食べられて種子は消化され
ずに糞として排泄されることで種子を

散布してもらう，という働きをしてい
る。リンゴ属の果実は，野生のもので
は最大でもせいぜい直径 2cm 程であ
り，また，ほとんどの種類は赤色に熟
すので，同じバラ科のサクラ属やキイ
チゴ属などと同様に，主として鳥類に
食べられるように進化してきたと考え
られている。もちろん人間が食べるこ
ともできるので，狩猟採取時代からほ
んの少し前の時代に至るまで，野生の
果実は実際に食べられていた。しかし，
多くの種類のうち，現代でも経済栽培
されるような果樹として改良されたの
はセイヨウリンゴだけである。この種
類はヨーロッパでは先史時代から栽培
され，ブドウと並んでヨーロッパ文明
を代表する果樹となっている。同時に，
恐らくは果実だけでなく花も鑑賞する
目的で古代から庭園などに植えられて
きたはずだが，花を主要な目的にした
観賞用植物は長い間作られなかった。

「クラブ」が酸っぱいという意味の古
英語の ”crabbe” に由来するとされる
ので，クラブアップルは，元来は果実
の小さいセイヨウリンゴの野生型を指
した言葉らしいが，19 世紀後半以降
に欧米で作出・栽培された観賞用の植
物をこの名前で総称するようになった

（Juniper and Mabberly 2006）。

2. 東アジアのカイドウ

中国には，もっぱら花を観賞する目
的で栽培されたリンゴ属の植物が古く
からあり，カイドウ（海棠）の名で呼
ばれる。楊貴妃の美しさを形容した「海

棠の睡り，未だ足らず」という故事成
句があるように，唐の時代にはすでに
広く栽培されていたとされる。中国に
は 30 種近い野生種があるが，観賞用
の栽培種となった主たる種類は，ホン
カイドウ，ミカイドウ，ハナカイドウ
の 3 種である。楊貴妃の海棠はホン
カイドウではないかと言われている。
また，ミカイドウは中国名を西府海棠
といい，現在も北京の街に行くと至る
所で見かける。

中国でもてはやされた観賞植物の多
くは日本へも渡来し，特に上流階級に
愛でられた。カイドウも例外ではない
が，その渡来時期は遅かったようであ
り，日本の文献でカイドウが出てくる
のは室町時代以降である（北村 1985; 
飛田 2002）。最初に渡来したのはミ
カイドウと思われ，江戸時代の絵画
や文献にもよく現れる。ハナカイドウ
はそれよりも遅れて渡来したとされる
が，現代ではこちらの方が普通になり，
個人宅や公園等で見られるのはもっぱ
らハナカイドウで，ミカイドウが見ら
れる所は限られている（図 -1）。一方，
近年に海外から入った植物を除けばホ

図 -1　‌ミカイドウ（Malus‌micromalus）
　　　　‌長崎県長崎市にて栽培
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ンカイドウは日本にはなく，それ以前
の時代に渡来した痕跡が見られない。
全く輸入されなかったとは思われない
ので，何等かの理由で日本には根付か
なかったと思われる。

3. 日本の在来のリンゴ属
植物

日本には，中国から渡来した栽培植
物として，カイドウ類に加えてワリン
ゴ，イヌリンゴ（ヒメリンゴ，マルバ
カイドウ）がある他に，ズミ（ミツ
バカイドウ；図 -2, 3），エゾノコリン
ゴ（図 -4），オオウラジロノキ，ノカ
イドウ，ツクシカイドウの５種のリ
ンゴ属植物が自生する（池谷 2016）。
ズミとエゾノコリンゴは，今でも北日
本では人里付近でも見られる植物であ
り，子供の時分にはこの実を取って食
べたという話を，戦前生まれの方々か
ら聞いたことがある。とはいえ，えぐ
みが非常に強いので，現代人の舌では
もはや味わうのは無理であろう。

一方，「カイドウ」の名を持つノカ
イドウとツクシカイドウは，どちらも
九州を産地とする絶滅危惧植物であ
る。ノカイドウは霧島山系の特産種で，
環境省第４次レッドリストでは「絶滅
危惧Ⅰ B 類」に指定されている。ま
た，ツクシカイドウは熊本県で戦前に
発見されたが，1970 年代に自生地が

破壊され，現在では栽培個体だけが生
き残っているため，レッドリストでは

「野生絶滅」とされている。このほか
九州には，宮崎県にタカナベカイドウ
という植物があるが，栽培状態の個体
しか発見されていないため，その由来
や分類学的帰属は未解明である。

4. 欧米のクラブアップル
とその起源

ヨーロッパでは，大航海時代以降に
世界中から植物を導入するようにな
り，宮廷文化やそれに続く市民社会の
発展により，東アジアや北アメリカな
どから渡来した様々な植物を各地で栽
培するようになった。リンゴ属植物も
同様だが，多様な栽培植物が作られて
広まったのは，この 150 年のことで
ある。19 世紀後半から 20 世紀初頭
にかけて，観賞に向いた沢山のリンゴ
属植物が中国や日本からもたらされ，
それらを基にして品種改良が始まっ
た。中でも，幕末に日本からもたらさ
れたとされる Malus × floribundaは花
付きや香りがよく，その後の多くの栽
培品種の起源となった。また，日本の
野生のズミに由来するとされる遺伝
資源も品種改良で大きな役割を果たし
たとされている（Fiala 1994）。不思
議なことに，これらに当たる植物は現
在の日本には野生でも栽培でも存在せ

ず，その起源は不明なままである。
さらに，サージェントやウィルソン

などの著名なプラントハンターによ
り，アメリカ合衆国のハーバード大学
付属アーノルド植物園（図 -5）などへ，
東アジアから沢山のリンゴ属植物が導
入された（図 -6，7）。これらの遺伝
資源を材料として合衆国を中心に品種
改良が進み，花のサイズや色（白，ピ
ンク，赤），果実のサイズや色（赤，橙，
黄），樹形（高木，低木，箒型，枝垂
れ）などで多様なタイプが作出され（図
-8, 9），ヨーロッパへも広がった（Fiala 
1994）。リンゴ属の中でもクラブアッ
プルの原種となった植物は，野生個体
でもゲノムの倍数性があるが，これら
の倍数性個体は時に無融合生殖で増え
交雑で生じた変異を固定させやすいの

図 -2　‌ズミ（Malus‌toringo）の野生個体の花
　　　　長野県志賀高原にて

図 -3　ズミ（Malus‌toringo）の野生個体の果実
　　　　‌北海道南幌町にて

図 -4　‌‌エゾノコリンゴ（Malus‌baccata‌var.‌
mandshuensis）の野生個体の花

‌ 岩手県盛岡市にて

図 -5　‌‌ハーバード大学付属アーノルド樹木園の
植栽風景

広大な敷地内に間隔を取り自然樹形のままに植栽
されている。リンゴ属だけでも数百点のコレク
ションがある。
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で，多様な品種を作り易かったと思わ
れる。一方で，無融合生殖性と種間交
雑が容易であるという特徴により，栽
培植物の形質は野生植物の範疇を大い
に逸脱したため，栽培植物の生物学的
な種の同定は不可能に近くなってい
る。

5. 現在の日本のクラブアッ
プル

日本に昔からある栽培植物と 5 種
の自生種は，すべてクラブアップルの
仲間である。しかし，自生種はそれぞ

れの生育地付近で稀に庭木や街路樹と
されたり盆栽に仕立てられたりする以
外は，あまり栽培されていない。この
ため，現在の日本で最も見かけるクラ
ブアップルは，ハナカイドウを別にす
ればヒメリンゴの系統に属し，果実は
やや大きめで（径2～4 cmくらい）で，
どちらかというと花よりも実を鑑賞す
るタイプの植物である。欧米で作出さ
れた果実が小さくて（径 1 ～ 2 cm く
らい）花も実も鑑賞する植物はほとん
ど見かけない。植物防疫法の制限があ
るので導入が難しい面もあるが，日本
の遺伝資源を基にして改良された多様

な植物を日本国内で見られないのは寂
しい気もする。欧米の観賞用植物の多
くはやや大型で公園や広い庭向きであ
るため（図 -10），日本ではサクラと
需要が競合するのが難点であるが，少
なくとも気候的に適している北日本で
は，サクラと違い花も実も楽しめるク
ラブアップルにもっと興味が持たれて
もよいと思っている。特に，ズミとエ
ゾノコリンゴは，現在の野生個体にも
様々な変異が見られるので，欧米でな
されたような育種を国内でも行えば，
新しく美しいクラブアップルを作るこ
とができるはずである。
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図 -6　Malus‌yunnanensis
中国南部原産の野生種。ハーバード大学付属アー
ノルド樹木園にて。

図 -7　Malus‌halliana
中国中南部原産の野生種。ハナカイドウの原
種とされるが大分趣きが異なる。ハーバード
大学付属アーノルド樹木園にて。

図 -8　Malus‌hupehensis‌‘Rosea’
中国中部の野生種から育成された濃紅色の花
実をつける品種。オランダ，ワーゲニンゲン
大学付属植物園にて。

図 -9　Malus‌ioensis‌‘Bechtel‌crab’‌
アメリカの野生種から作出された品種。岩手県
盛岡市にて栽培

図 -10　ボストン郊外の住宅地のクラブアップル
欧米ではクラブアップルの植栽が珍しくない


